1 

むかし、 むかし、 大 むかし、 ある 深い 山の 奥に 大き 

ちち 

い 桃の 木が 一本あった。 大きい とだけ ではい い 足りな 

いか も 知れない。 この 桃の 枝 は 雲の上に ひろがり、 こ 

の 桃の 根 は 大地の 底の 黄泉の国 にさえ 及んで いた。 何 

でも 天地開闢の 頃お い、 伊 弊 諾の尊 は 黄最津 平阪に 

八つの 雷 を 却け るた め、 桃の 実 を 礫に 打った とい 

う、 —— その 神代の 桃の 実は この 木の 枝に なって いた 

ので ある。 

この 木 は 世界の 夜 明 以来、 一 万年に 一 度 花 を 開き、 



のぼ はる もちろん 

の 立ち 昇る 中に 遥か 下の 谷川へ 落ちた。 谷川 は 勿論 

みずけぶ リ 

峯々 の 間に 白い 水煙 をな びかせ ながら、 人間の いる 

国へ 流れて いたので ある。 

あかご はら のち 

この 赤 児 を 孕んだ 実は 深い 山の 奥 を 離れた 後、 どう 

いう 人の 手に 拾われた か 9 —— それ はい まさら 話す ま 

でも あるまい。 谷川の 末に はお 婆さんが 一人、 日本中 

の 子供の 知っている 通り、 柴刈りに 行った お爺さんの 

着物 か 何 か を 洗って いたので ある。 …… 

二 



勘定 に 素早い 猿 はもつ ともらし い 雉 を 莫迦に する。 

地震学な どに も 通じた 雉 は 頭の 鈍い 犬 を 莫迦に する。 

II こういう いがみ 合い を 続けて いたから、 桃 太郎は 

彼等 を 家来に した 後 も、 一 通り 骨の 折れる ことで はな 

かった。 

その上 猿 は 腹が 張る と、 たちまち 不服 を 唱え 出した。 

どうも 黍団子の 半分く らいで は、 鬼が 島 征伐の 伴 をす 

るの も 考え物 だとい い 出した ので ある。 すると 犬 は 吠 

えたけ りながら、 いきなり 猿 を嚙み 殺そうと した。 も 

し 雉が とめなかった とすれば、 猿 は 蟹の 仇 打ち を 待た 

ず、 この 時もう 死んで いたか も 知れない。 しかし 雉 は 



わけ や し そび 

ように 岩山ば かりだった 訣 ではない。 実は 椰子の 聳え 

ごくらくちょう さえず てんねん らくど 

たり、 極楽鳥 の 囀 つたり する、 美しい 天然の 楽土 だつ 

た。 こういう 楽土に 生を享 けた 鬼 は 勿論 平和 を 愛して 

いた。 いや、 鬼と いう もの は 元来 我 々人間よりも 

享楽的に 出来 上った 種族ら しい。 瘤 取りの 話に 出て 

来る 鬼 は 一晩中 踊り を 踊って いる。 一寸法師 〔# ルビ 

の 「いっすんぼうし」 は 底本で は 「いっすんぼうし 匕 の 話 

に 出て くる 鬼 も 一 身の 危険 を 顧みず、 物詣 での 姫君に 

おおえ やま しゅてん どうじ 

見とれてい たらしい。 なるほど 大 江山の 酒顚 童子 や 

羅生門の t か 木 童子 は 稀代の 悪人の ように 思われて いる。 

しかし 茨木 童子な ど は 我々 の 銀座 を 愛する ように 



まど 

惑 つ た。 

「進め！ 進め！ 鬼と いう 鬼 は 見つけ 次第、 一 匹 も 

残らず 殺して しまえ！」 

桃 太郎は 桃の 旗 を 片手に、 日の丸の 扇 を 打ち 振り 打 

いぬ さるき じ 

ち 振り、 犬猿 雉の 三 匹に 号令した。 犬猿 雉の 三 匹 は 仲 

のかい 家来ではなかった かも 知れない。 が、 饑えた 動 

むそう 

物 ほど、 忠勇 無双の 兵卒の 資格 を 具えて いるもの はな 

いはず である。 彼等 は 皆 あらしの ように、 逃げ まわる 

鬼 を 追い まわした。 犬 はた だ 一 嚙 みに 鬼の 若者 を嚙み 

殺した。 雉 も 鋭い 嘴 に 鬼の 子供 を 突き殺した。 猿 も 

II 猿 は 我々 人間と 親類 同志の 間 がら だけに、 鬼の 娘 



しめころ リ ようじょく ほしいまま 

を 絞殺す 前に、 必ず 凌 辱 を 恣 にした。 …… 

のち しゅ-つちよ-つ 

あらゆる 罪悪の 行われた 後、 とうとう 鬼の 齒長 は、 

こうさん 

命 を とりとめた 数人の 鬼と、 桃 太郎の 前に 降参した。 

きのう 

桃 太郎の 得意 は 思うべし である。 鬼が 島 はもう 昨日の 

ごくらくちょう さえず や し 

ように、 極楽鳥の 囀る 楽土で はない。 椰子の 林 は 至 

ると ころに 鬼の 死骸 を 撒き散ら している。 桃太郎 はや 

はり 旗 を 片手に、 三 匹の 家来 を 従えた まま、 平 蜘蛛の 

おご そ 

ようになった 鬼の 晉 長へ 厳かに こういい 渡した。 

れんびん きさま ゆる 

「では 格別の 憐愁 により、 貴様た ちの 命は赦 してやる。 

たからもの けんじょう 

その代りに 鬼が 島の 宝物 は 一 つも 残らず 献上す るの 

だ ぞ。」 



か？」 

ゆうぜん うなず 

桃 太郎は 悠然と 頷いた。 

につ。 ま，. P 、， ち 

「日本一 〔# ルビの 「につ ぼんい ち」 は 底本で は 「につ ぼん 

力 力 

いち 匕 の 桃 太郎は 犬猿 雉の 三 匹の 忠義 者 を 召し抱えた 

故、 鬼が 島へ 征伐に 来たの だ。」 

さん 

「では そのお 三 かた をお 召し抱え なすった の はどうい 

ぅ訣 でございます か？」 

「それ はもと より 鬼が 島 を 征伐した いと 志した 故、 

きびだんご 

黍団子 を やっても 召し抱え たの だ。 —— どう だ？ こ 

れ でも まだ わからない といえば、 貴様た ち も 皆 殺 し て 

しまう ぞ。」 



うしろ さが 

鬼の 晉長は 驚いた ように、 三尺 ほど 後 へ 飛び 下る と、 

いよいよ また 丁 || にお 時 儀 をした。 

五 

日本一 の 桃 太郎は 犬猿 雉の 三 匹と、 人質に 取った 鬼 

とくとく がいせん 

の 子供に 宝物の 車 を 引かせながら、 得々 と 故郷へ 凱旋 

にほんじゅう 

した。 —— これ だけ はもう 日本中の 子供のと うに 知つ 

ている 話で ある。 しかし 桃 太郎は 必ずしも 幸福に 一生 

わけ いちにんまえ 

を 送った 訣 ではない。 鬼の 子供 は 一人前に なると 番人 

か ちくでん 

の 雉 を嚙み 殺した 上、 たちまち 鬼が 島へ 逐電した。 の 



論 桃 太郎を 孕んで いた 実 だけ はとうに 谷川 を 流れ 去つ 

てし まった。 しかし 未来の 天才 はま だ それらの 実の 中 

やたがら す 

に 何人と も 知らず 眠って いる。 あの 大きい 八 咫鵜は 今 

度 はいつ この 木の 梢へ もう 一 度 姿 を 露わす であろ 

う？ ああ、 未来の 天才 はま だ それらの 実の 中に 何人 

とも 知らず 眠って いる。 …… 

(大正 十三 年 六月) 
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